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研究分野：人間医工学 
科研費の分科・細目：医用生体工学・生体材料学 
キーワード：バイオインターフェース 
 
１．研究計画の概要 
 基材表面に生体分子を固定し、目的の相互
作用だけを的確に認識させることは必ずし
も容易ではなく、様々な工夫がなされている
のが現状である。申請者らは、異なる長さを
有する PEG鎖によるブラシが極めて高いタン
パク質非特異吸着抑制効果を示すことを示
した。さらに、DNA や抗体と PEG ブラシを共
固定した表面が、非特異吸着を抑制するだけ
でなく、DNA や抗体の認識能自身を向上させ
ることを見いだした。このように生体分子と
PEG ブラシとを共固定する表面密生層の構築
は、これまで達し得なかった生体分子自身の
性能を 100%引き出す可能性を有する。本研究
では生体分子と PEG の表面密生層の設計・作
製・評価を行うだけでなく、バイオ界面のナ
ノエンジニアリング概念を創成してきた。 
 
２．研究の進捗状況 

我々は本研究領域前半で、抗体固定化後の

高密度 PEGブラシを形成させたハイブリッド

表面の構築に専念してきた。この過程で①表

面への抗体固定化におけるソフトランディン

グ機構を見出し、高配向固定化を可能にした。

②オリゴアミン末端PEGによりPEG化を飛躍

的に高効率化した。③ブロックおよびグラフ

トポリマー固定を比較し、ブロックポリマー

固定の優位性を明らかにした。④表面固定抗

体の時間依存性を RI ラベル法、表面プラズモ

ン共鳴法および X 線光電子分光法を用いて検

討し、PEG による高い表面安定性を確認した。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 

（理由） 
本提案の研究は当初に企図したように、表面
の作成、解析と機能創出という段階で研究を
進めてきており、おおむね予定通り進んでい
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 本研究は上述したように、おおむね予定通
り研究が進捗している。したがって、23 年度
以降の計画も当初方針に従って検討を進め
ていくこととしているが、表面の解析に関し
ては当初の目標より進捗が早くなったため、
電子スピン共鳴法や活性酸素に注目した表
面設計にまで展開を広げる。すなわち、細胞
接触界面による細胞の活性化を抑制するた
め、活性酸素消去を表面に作り込む材料設計
を進め、目的にアプローチする。また、特に
領域内での異分野研究者との討論により新
たな展開があった場合には新しい検討も加
えることは排除しない。特に、本申請領域の
中心課題の一つであるベタイン骨格の重要
性に関しては我々も検討を加えていくこと
としている。また、細胞の接着や分離等の検
討に関しては我々の表面が役に立つ可能性
も少なくない。これらに関しては共同または
我々自身が検討を進めたいと考えている。 
 
５. 代表的な研究成果 
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